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尼共入山食茸舞語第廿八 

今昔京に有ける木伐人共數北山に行たりけるに道を蹈違て何方へ可行しとも不思えさリけれは四五人許山の中に居て歎ける程に山奥の方よリ人數 
來けれは1¢く何者の來るにか有らむと思ける程に尼君共の四五人許極く舞ひ乙て出來たリけれは木伐人共此れを見て恐ち怖れて此の尼共の此く舞 
ひ乙て來るは定めてよも人には非し天狗にや有らむ^鬼神にや有らむとなむ思て見居たるに此の舞ふ尼共此の木伐人共を見付て只寄に寄來れは木 
伐人共極く怖しとは思ひ乍ら尼共の寄來たるに此は何なる尼君達の此くは舞ひ乙て深き山の奥よリは出給たるそと問ひけれは尼共の云く己等か此 
く 舞ひ乙て來ては其達定めて恐れ思らむ但し我等は其々に有る尼共也花を摘て怫に奉らむと思て朋なひて人た®'つるか道を蹈み違へて可出き樣も 
不思て有つる程 ( C 茸の有つ' S を見付て物の欲き t i に此れを取て食たらむ醉やせむつらむとは思ひ乍ら餓て死なむよりは去來此れ取て食むと思て 
其を取て燒て食つるに極く甘かりつれは賢き事也と思て食つるより只此く不心す被舞る也心にも糸1¢しき事かなとは思へとも糸 W くなむと云に木 
伐人共此れを聞て奇異く思ふ事无限し然て Tivn 人共も極く物の欲か P けれは尼共食殘 L て取て多く持ける其の茸を死なむよリは去來此の茸乞 r 食 
むと思て乞て食ける後より名木伐人共も不心す被舞けり然れは尼共も木伐人共も互に舞つ X けて咲ける然て暫く有けれは醉の悟たるか如く->て道 
も不思て各返にけ9其れよ9後此の茸をは舞茸と云ふ也けり此れを思ふに極て怪き事也近來も其の舞茸有れとも此れを食ふ人必す不舞す此れ極て 
不審き事也となむ語り傳へたるとや 
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